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人
間
の
都
合
で
闘
わ
さ
れ
て
い
た

つ
か
。
幼
い
頃
見
た
決
闘
シ

ョ
ー
。

バ
プ
の
い
る
ガ
ラ
ス
箱
に
放
り
込
ま

れ
た

マ
ン
グ
ー
ス
の
当
慈
を
思
う
。

・・
　

　

◇

故
郷
か
ら
引
き
離
さ
れ
、
敵

へ
の

，

憎
悪
を
あ
お

，
れ
い
役
に
立
て
ね
ば

捨
て
ら
れ
る
。
人
間
同
士
の
争
い
の

犠
牲
者
た
ち
と
、
ど
こ
か
重
な
る
。

◇

さ
て
、
食
う
か
食
わ
れ
る
か
の
政

界
。
本
物
の

「天
敵
」
は
。
闘
う
ふ

り
し
て
手
を
握
る
の
は
。
シ
ョ
ー
に

見
入
る
ば
か
り
じ
ゃ
ダ
メ
だ
け
ど
。

昭
和

へ
の
改
元
か
ら
１
０
０
年
と
な
る
２
０
２
６
年
に

向
け
、
東
京
都
立
川
市
に
あ
る
昭
和
天
皇
記
念
館
が
大
規

模
改
修
の
費
用
を
募
る
た
め
実
施
し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
フ

‥
ァ
ン
デ
イ
ン
グ

（Ｃ
Ｆ
）
に
い
シ
ン
ガ
ー

・
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
■
０
松
任
谷
由
実
さ
ん
が

「今
だ
か
ら
見
え
る
戦
後
、

今
の
世
界
情
勢
０
中
で
知
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

時
代
で
す
」
な
ど
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。　
　
　
　
．

こ
ｂ
″
と隣もつ

ヽとまと

争戦代時の和昭

一母
・

卜た一し
・

八
王
子
市
出
身
の
松
任
谷

さ
ん
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
な
か

で
、
か

つ
て
祖
父
と

一
緒
に

天
皇
が
限
る
武
蔵
野
慶

（当

時
の
多
摩
御
陵
）
を
散
歩
し

た
と
懐
か
し
ん
だ
。
そ
し
て

「
母
が

モ
ガ

（
モ
ダ
ン
ガ
ー

ル
の
階
称
）
だ

つ
た
戦
前
の

良
き
女
学
生
時
代
。
そ
し
て

戦
時
下
、
父
の
出
征
中
、
ま

だ
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
長
男

を
栄
養
失
調
で
亡
く
し
た
と

い
う
悲
し
み
の
記
憶
。
私
が

生
ま
れ
る
前
の
昭
和
の
出
来

事
で
す
」
と
記
し
て
い
る
。

記
念
館
が
あ
る
国
営
昭
和

認
念
公
園
の
場
所
に
は
、
１

９
７
７
年
に
全
面
返
還
さ
れ

る
ま
で
米
軍
立
川
基
地
が
あ

っ
た
一
松
任
谷
さ
ん
は
１０
代

の
頃
、
毎
週
末
の
よ
う
に
米

軍
立
川
基
地
を
訪
れ
て
い
た

と
い
う
。
当
時
日
本
で
は
手

に
入
ら
な
か

っ
た
ロ
ッ
ク
の

レ
コ
ー
ド
に
夢
中
に
な
り
、

ア
メ
リ
カ
文
化
や
若
者
を
中

心
と
す
る
文
北
に
影
響
を
受

け
た
と
振
り
返

っ
た
。

自
身
の
生
い
立
ち
や
思
い

出
に
重
ね

「振
り
返
る
と
戦

争
は
い
つ
も
す
ぐ
隣
り
に
あ

つ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」

と
、
昭
和
の
時
代
の
激
動
と

繁
栄
に
思
い
を
は
せ
た
。

記
念
館
は
、

８７
年
に
及
ぶ

昭
和
天
墓
の
生
淫
を
伝
え
よ

う
と

、
全

国

の
個
人

や
企

業
、
神
社
な
ど
か
ら
集
め
た

寄
付
で
０５
年
に
開
館
。
公
益

財
団
法
人
昭
和
聖
徳
記
念
財

団
が
入
館
料

（
一
般
５
１
０

円

）

な
ど

で
運

営

し

て
き

た
。終

戦
を
告
げ
た
玉
音
放
態

昭
和
天
皇
記
念
館
、改
修
費
募
る

松
任
谷
由
実
さ
ん
メ
ッ
セ
Ｆ
ジ

パ
ラ
競
泳
・鈴
木
「銅
」
メ
ダ
ル
３
個
目

´
＼

Ｊ
口
Ｆ

，本
ｉ
ｒ

松任谷由実さんが寄せた

賛同者メッセージ

(全文。原文のまま)

私́は当時の天皇Tζド(現 卜事陸下)の
I確卿柿=即 謝ρ集い」で蒙智子

墓后の御歌を華 )と出「御旅」として歌い、

事事との御縁を頂きました。

昭和天皇は私の出身地廉京卵王子市の武

蔵野陵にお限りになつています古音は多摩

御陵とを`って、近くに住む祖父の家を訪ね

ると、何度か御陵の奥まで一緒に歩いたこ

とを思い出します。大杉の列にいざなわれ

るように玉砂利を晴んでたどり着くその号
所はく昭和天皇のご両親である大正天皇と

貞明皇后の御陵。広々として森閑として、

いつも時が止まっているような得も言われ

ぬ安らぎを与えてくれました。

その祖父が 3歳の母を負ぶつて逃れた関

東大震災のはなし。母がモガだった戦前の

良き女学生時代。そして戦時下、父の出征

中、まだ生まれたばかりの長男を栄養失調

で亡くしたという悲しみの記憶。私が生ま

れる前の昭和の出来事です。

私が子供の頃、もう町はとても販やかで

した。近くにあるいくつかの米軍基地か

ら、休日になると外国人がたくさんやつて

来ました。日本で買い物をする最寄りの町

だったからです。朝鮮戦争が始まっていま

した。そして10代になった私は、コ I馳
の近くに住むコ」馴1染の日系人家族の車で、

毎週末のように基地の中まで連れて行つて

もらとヽましたJ

広く長い滑走路、限画館、フットボいル

コート、ボづリング場、プール、デパート

のようなPXはどの売り場もカラフ,レな商

品で遼れヽ私はまだ日本で手に入らないロ

ックのレこトィドに夢中に事りまレた。登か

なアメリカ文化と同時に、カウンターカル

チャいの影響も多分に受けたと思います。
いつしかベトナム戦争の終焉とともにフェ

ンスの向こうのアメリカは姿を消し、ある

ときから立派な公園になりました。   _
私は戦争を直接知りませんが、振り返る

たような気
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中

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
原
稿
な
ど
歴

史
的
な
資
料
の
ほ
か
、
天
皇

専
用
慎
動
車

「御
料
車
」
の

ニ
ッ
サ
ン
プ
リ
ン
ス

・
コ
イ

ヤ

ル
な

ど

も
展
示

し

て
い

る
。
富
殿
で
の
公
務
で
使

っ

た
机
や
ペ
ン
立
て
な
ど
は
、

富
内
庁
か
ら
の
貸
し
出
し
を

受
け
、
実
夕
を
展
示
し
て
い

る
。だ

が
、
老
朽
化
も
進
み
、

展
示
し
き
れ
な
い
貴
重
な
写

真
や
資
料
を
見
ら
れ
る
タ

ッ

チ
パ
ネ

ル
式
の
モ
ニ
タ
ー
が

相
次
い
で
故
障
す
る
な
ど
し

て
い
る
。

介風向風カ

囲

○ 霧

・時 々

0雷

―コ手

0雨◎ユ

僻肥

①席

渥鼎

伸脚
融

朗
　
雄

Ｏ
　
降

改
修
の
際
一
、
昭
和
天
皇

や
昭
和
の
時
件
を
知
ら
な
い

世
代
向
け
に
、
時
代
背
景
な

ど
を
解
説
す
Ｆ
展
示
も
予
定
‐

し
て
い
る
と
い
つ
。

一学
芸
員
で
剣
館
長
の
梶
田

明
宏
さ
ん
は

戦
争
に
突
き

進
ん
だ
反
省
と
、
そ
の
後
の

復
興

へ
の
歩
と
も
、
昭
和
と

い
う
時
代
の
全
体
が
み
ら
れ

る
施
設
に
し
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

質々
付
は
Ｒ
Ｂ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ

Ｒ
の
サ
イ
ト
か
ら
で
き
る
。

軒

は

３０

堪

霙 劇醐瑚硼剣瑚瑚劇刺瑚

勘
仰
脚
■２０抑
学‐ｏ如
抑
毎４０蜘

期瑚朗瑚側

お
‐５
３８
掛

制
お
望
閉

輯
轄
軽
轄
轄
疇

筆
園
痺
専
痺
筆

‐０

　

００

４
鶴

パ
リ

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
タ
第
７

日

（３
日
）
、
競
泳
の
男
子
２
０

０
材
自
由
形

（運
動
機
能
障
害
Ｓ

４
）
で
鈴
木
孝
幸
が
今
大
会
３
個

目
の
メ
ダ
ル
と
な
る

「銅
」
を
獲

得
し
た
。
　
　
　
▼
６
面
Ｈ
詳
報

車
い
す
テ
エ
ス
女
子
ダ
ブ
″
ス

の
上
地
結
表
、
田
中
憂
美
組
は
中

国
ペ
ア
と
の
準
決
勝
に
勝
っ
て
決

勝
に
進
み
、
銀
メ
ダ
ル
以
上
が
確

定
。
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
小
河
凱

人
、
三
木
拓
也
組
は
準
決
勝
に
進

榔
障
嫉
縮
観
頼
鵬
融
紳
獅

と声' 
レ′  _がします。

昭和天皇記念館のある、国営昭和記念公

園の西コ I「口には、私の歌碑も置いていた

だいています。もう殆ど知るひとのいな

い、あの幻のような基地の風景と匂いが漂

う歌です。バブル経済真つ盛りの平成元年

冬、昭和天皇の大喪のネしをTVを通して見

ていました。大喪のネとというもの力
'あ

るこ

とを初めて知りました。おそらくこの先二

生見ることのない歴史のひとこまがそこに

ありましたも

私にとつてはとても懐かしい甲かH街道の

銀査並木な武蔵野陵へと、氷雨に煙りなが

らゆうくめ進む葬列のなんと美しいこと
か。この国にしか現れないしめやかな深い
墨色の光景に、私は日本人に生まれて本当

に良かつたと思いました。

私の生まれた頃以降の昭和の平和と緊栄

は、昭和天皇の言い尽くし難いご苦労とご

尽力があつてのことと承知しております。

ません。それだけに、

今だから見える戦後、今の世界1脅勢の中で

知つておかなくてはならない時代です。

私は今回の昭和天皇記念館をァ綸 務 展さ

せる試みを心から応援いたします。
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援日明宏さん=7月二日、東京都立川市

出
し
た
。
卓
球
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

（知
的
障
害
）で
和
日
な
つ
き
、
古

川
佳
余
美
は
準
決
勝
進
出
。
３
位

決
定
戦
が
な
い
た
め
、
と
も
に
飼

メ
ダ
ル
以
上
が
決
ま
っ
た
。

ボ
ツ
チ
ャ
の
チ
ー
ム
（脳
性
ま

ひ
）
で
１
次
リ
ー
ダ
Ａ
組
の
日
本

は
２
連
勝
し
ム
組
１
位
で
準
々
決

勝
に
進
ん
だ
。
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
女

子
の
日
本
は
準
々
決
勝
で
ブ
ラ
ジ

ル
に
敗
れ
、
カ
ナ
ダ
と
の
５
、
６

位
決
定
戦
に
回

，
た
。
　

釜
伺
）

東
証
、
一
時

‐５００
円
超
下
落

米
景
気
懸
念

４
日

午

前

の
東
京
株
式

市
場

で
、
日
経
平
均
株
価
は

一
時
、
前

日
終
値
よ
り
１
５
０
０
円
超
下
落

し
た
。
３
日
に
米
国
市
場
で
公
表

さ
れ
た
製
造
業
の
景
況
感
を
示
す

指
数
が
市
場
予
想
を
下
回
り
、
景

気
が
減

速

す

る
懸
念
が
強

ま

っ

た
。
一一ゴ

ー

ヨ
ー
ク
株
式
市
場
で
、

主
要
３
指
数
が
そ
ろ

っ
て
下
落
も

た
流
れ
を
受
け
、
東
京
市
場
も
全

面
安
の
展
開
と
な

っ
て
い
る
Ю

３
日
の
米
国
市
場
で
は
、
主
要

企
業
で
つ
く
る
ダ
ウ
エ
業
株
平
均

の
終
値
が
、
前
週
末
よ
り
６
２
６

・
・５
が

（
１

・
５．
％
）
下
落
９

ハ

イ
テ
ク
株
が
中
心
の
ナ
ス
ダ

ッ
ク

総
合
指
数
は
３

●
２６
％
ど
大
幅
に

値
下
が
り
し
た
。
ま
た
、
中
国
の

景
気
減
速

へ
の
懸
念
か
ら
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
商
業
取
引
所
で
は
原
油

価
格
が
大
き
く
値
下
が
り
し
た
。

指
標
と
な
る

「米
国
産
Ｗ
Ｔ
Ｉ
原

油
」
の
先
物
価
格
は
前
週
末
よ
り

４
％
超
下
落
し
、
ｌ
η
ｌ
７０

．
３４

が
と
約
８
カ
月
半
ぶ
り
の
安
値
で

取
引
を
終
え
た
。

東
京
市
場
で
は
、
米
国
市
場
で

下
落
幅
の
大
き
か
っ
た
、
半
導
体

関
連
株
を
中
心
に
売
り
注
文
が
劣

行
∵
外
国
為
替
市
場
で
、

一
時
１

が
Ｈ
ｌ
４
４
円
台
ま
で
円
高
ド
ル

安
が
進
ん
だ
こ
と
を
受
け
て
、
輸

出
関
連
株
の
売
り
も
目
立
っ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
（一〓
―
ョ
ー
ク
）


